
「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は

地
域
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、

地
域
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
他

と
の
差
別
化
が
必
要
と
な
り
、
多

く
の
自
治
体
が
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」

は
、
全
国
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

ほ
ど
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「『
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
』
の
特
徴

は
、
多
く
の
地
域
が
『
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
』
に
取
り
組
む
中
、『
暮

ら
し
文
化
』
そ
の
も
の
を
ブ
ラ
ン

ド
の
原
点
と
し
た
こ
と
で
す
」
と

話
す
の
は
、
盛
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
長
の
坂
田
裕
一
さ
ん
。
ブ
ラ

ン
ド
化
に
あ
た
っ
て
の
調
査
で
、

「
人
も
産
物
も
景
観
も
、
そ
の
根

源
は
す
べ
て
盛
岡
の
『
暮
ら
し
文

化
』
に
あ
っ
た
」
と
気
づ
き
、
都

市
文
化
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
「
盛
岡
」
で
、
脈
々
と
営
ま

れ
て
き
た
「
暮
ら
し
」
に
こ
そ
価

値
が
あ
る
と
位
置
づ
け
た
の
で

す
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
も
り

お
か
暮
ら
し
物
語
」。
今
、
こ
の

「
物
語
」
を
支
え
る
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
の
語
源
は
、
所
有
者
を
区
別
す
る
た
め
に
、
家
畜
に

押
さ
れ
た
焼
印
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
も
の
が
持
つ

「
価
値
」
を
、
他
の
も
の
と
差
別
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
盛
岡
市
で
は
、
２
年
前
に
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
推
進
計
画
を
策

定
し
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
盛
岡
の
魅
力

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、「
盛
岡
ブ
ラ

ン
ド
」
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
証
し
て
み
ま
す
。

「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
早
わ
か
り
ガ
イ
ド

特
集

「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
ま
ち
な
み
景
観
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

歴
史
文
化
が
香
る
街
並
み
を
保

存
活
用
す
る
た
め
に
、
市
民
協
働

で
街
並
み
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
市
民
団
体
「
盛

岡
ま
ち
並
み
塾
」
が
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
き
た
鉈
屋
町
で
、

昨
年
９
月
に
「
町
家
修
景
補
助
」

を
受
け
た
町
家
再
生
第
１
号
が
誕

生
。
現
在
は
「
大
慈
清
水
御
休
み

処
・
大
澤
家
町
家
」
と
し
て
観
光

客
や
地
元
の
人
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
月
に
も

第
２
号
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

■
盛
岡
水
の
恵
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
上
川
と
岩
手
山
と
い
う
風

景
、
鮭
が
遡
上
す
る
川
、
酒
や
豆

腐
、
盛
岡
冷
麺
な
ど
、
名
物
と
い

わ
れ
る
品
も
、
水
の
良
さ
が
際
立

つ
も
の
ば
か
り
。
水
は
盛
岡
の
大

切
な
生
活
資
源
で
あ
り
、
観
光
資

源
。
あ
ら
ゆ
る
盛
岡
の
水
の
恵
み

を
保
全
活
用
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
３
月
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

■
先
人
と
文
化
振
興

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

石
川
啄
木
な
ど
、
優
れ
た
先
人

も
ま
た
「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
の
価

値
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
も
盛
岡

在
住
の
作
家
が
活
躍
し
、
全
国
に

も
フ
ァ
ン
の
多
い
手
仕
事
の
工
房

も
あ
り
、
そ
の
魅
力
を
生
か
す
イ

ベ
ン
ト
や
商
品
、
観
光
ル
ー
ト
の

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
啄
木
に

ち
な
み
開
催
さ
れ
た
「
短
歌
甲
子

園
」（
全
国
高
校
生
短
歌
大
会
）

は
、
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
を
得

て
、
今
年
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

「御休み処」として活用されている町家「大澤家」。ペアガラスやパネルヒー
タも使われ、盛岡らしい住宅のモデルハウスともいえそう。入場無料。中ノ
橋通の「紅茶の店　しゅん」が、カフェの運営を行っていて、身も心もくつ
ろぐことができます。電話622-8989　Open11:00 ～ 17:00（水曜定休）

私
た
ち
の
、

盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
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短歌甲子園で全国から集まる高
校生は短歌文化の担い手であり、
盛岡ファン候補です。

盛岡デーは、物産展のほか郷土
芸能や朗読劇など文化イベント
を組み合わせた催しです。

上
に
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
が
地

元
の
生
産
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

盛
岡
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
委

員
会
事
務
局
の
佐
々
木
雷
蔵
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
大
型
店
か
ら
特
産
品

リ
ス
ト
の
引
き
合
い
が
あ
っ
た

り
、
起
業
間
も
な
い
菓
子
製
造
者

が
大
型
ス
ー
パ
ー
と
契
約
し
た

り
、
県
外
イ
ベ
ン
ト
の
盛
岡
デ
ー

な
ど
で
参
加
を
重
ね
た
企
業
が
、

実
店
舗
で
も
集
客
増
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

盛
岡
と
い
う

「
価
値
」
を
共
有
し
、
守
る

企
業
や
産
地
の
「
名
前
」
が
、

「
ブ
ラ
ン
ド
」
に
な
る
の
は
、
他

者
が
そ
の
「
価
値
」
を
認
め
る
か

ら
で
す
。「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
も
、

認
め
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
が
い
て
こ

そ
成
功
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
の
が
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
市
民
も
含
め
民
間
を
巻
き
込

ん
で
の
協
働
の
活
動
で
あ
り
、
県

内
外
の
数
々
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で
す
。

「
ど
ん
ど
晴
れ
」
な
ど
、
メ
デ
ィ

ア
の
露
出
の
効
果
は
絶
大
で
す
。

し
か
し
、
個
人
レ
ベ
ル
で
も
、
ま

だ
、
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
日
々
の
暮
ら
し
を
幸

せ
に
過
ご
す
こ
と
。
季
節
を
愛

で
、
町
を
歩
き
、
お
い
し
い
食

事
、
演
劇
…
と
盛
岡
を
楽
し
む
。

身
を
も
っ
て
盛
岡
の
「
価
値
」
を

理
解
し
、
新
し
い
魅
力
を
掘
り
起

こ
し
、
お
し
ゃ
べ
り
や
ブ
ロ
グ
な

ど
で
口
コ
ミ
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
と
そ
の
「
価
値
」
を
共
有
で

き
ま
す
。

「
ブ
ラ
ン
ド
は
、
期
待
と
信
頼

の
絆
で
す
」
と
坂
田
さ
ん
。
そ
れ

だ
け
に
一
人
で
も
一
つ
で
も
フ
ァ

ン
を
裏
切
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
の
評

価
に
変
わ
り
ま
す
。「
の
れ
ん
を

守
る
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」
を
、
企
業
、

個
人
一
人
ひ
と
り
が
守
れ
る
か

が
、
鍵
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

盛
岡
商
工
会
議
所
の
、

「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」

当
所
で
は
事
業
の
一
つ
と
し

て
、「
盛
岡
も
の
識
り
検
定
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
合
否
以
上

に
こ
の
検
定
の
た
め
に
得
る
盛
岡

の
情
報
は
、『
盛
岡
』
を
さ
ら
に

好
き
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
」
と
、
検
定
を
担
当
す
る
地

域
活
性
化
支
援
チ
ー
ム
和
井
内
リ

ー
ダ
ー
は
話
し
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
の
部
会
・
委
員

会
の
再
編
に
伴
い
、「
盛
岡
ブ
ラ

ン
ド
創
出
特
別
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
盛
岡
市
民
が
感
じ
て
い
る
盛
岡

に
つ
い
て
、
会
員
企
業
の
従
業
員

上：市民団体が開発した、啄木ゆかりの天満宮の
狛犬を南部鉄器の工房で作らせたもの。ブラ
ンドの要素がいくつも入っています。

下：関係書籍も多種多様。左から、当商工会議所
「もりけん本」、「盛岡特産品ブランド認証商
品カタログ」、「盛岡市街並み保存活用計画調
査報告書」、立原道造「盛岡ノート」復刻本
他多数。

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
結
果
、『
盛
岡
の

食
』
に
つ
い
て
は
約
７
割
が
圧
倒

的
に
麺
を
支
持
し
、『
お
客
様
を

案
内
す
る
場
所
』
で
は
盛
岡
城
跡

公
園
、
石
割
桜
、
中
津
川
と
い
っ

た
中
心
部
が
上
位
を
占
め
ま
し

た
。今

後
も
、
盛
岡
を
知
り
、
盛
岡

の
財
産
を
生
か
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
こ
の
委
員
会
を

中
心
と
し
て
民
間
の
視
点
で
「
盛

岡
ブ
ラ
ン
ド
」
を
考
え
て
い
く
と

と
も
に
、
積
極
的
に
「
盛
岡
ブ
ラ

ン
ド
」
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

取
材
／「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
」企
画
編
集
委
員
会

■
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

確
か
な
品
質
・
技
術
を
持
つ
盛

岡
生
ま
れ
の
ア
イ
テ
ム
を
認
証
す

る
制
度
で
す
。
今
は
申
請
者
を
審

査
す
る
形
が
主
で
す
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
市
民
団
体
の
推
薦
で

認
証
を
促
す
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
１
月
現

在
、
認
証
を
受
け
て
い
る
の
は
盛

岡
り
ん
ご
、
津
志
田
芋
、
盛
岡
冷

麺
、
南
部
せ
ん
べ
い
、
そ
の
他
食

品
や
工
芸
品
な
ど
で
、
合
計

４
７
８
件
で
す
。

特
産
品
は
生
産
者
に
も
魅
力

盛
岡
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
認
証

を
受
け
る
と
、「
安
心
・
安
全
な

メ
イ
ド
イ
ン
盛
岡
」の
証
と
し
て
、

認
証
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
消
費
者
は
安
心
し
て

購
入
で
き
、
地
元
の
経
済
も
潤
い

ま
す
。
し
か
し
実
は
、
購
入
者
以

盛岡の水の恵みを感じる ｢湧き水｣。
水を汲みにくる人が後を絶ちません。
写真は「青龍水」。

４月12・13日 ■町家と旧暦の雛祭り
４月15日 ●第１期特産品
 　　認証申請締切り
７月上旬 ●盛岡デーイン東京
８月中旬 ●第３回短歌甲子園
 ●第２期特産品
 　　認証申請締切り
 ■盛岡のお盆
11月21～24日 ●盛岡デーイン関西
 　　（伊丹）
12月上旬 ▲盛岡もの識り検定
※■４月～ 11月第２土曜日
　　　　イベント開催予定（要確認）

お問い合わせ（市外局番019）
●盛岡ブランド推進室　651-4111（盛岡
市役所）／●盛岡特産品ブランド認証
委員会事務局　689-2201（盛岡手づく
り村内）／■盛岡まち並み塾事務局　
624-2466（設計同人内）／▲盛岡商工会
議所　624-5880

盛岡ブランド関連行事予定盛岡ブランド関連行事予定
2008年度
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